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短信：おとうちゃんにどうしても伝え

たいことがあんねん！と目を輝かせる

長女。テレビ番組でやっている簡単な実

験を再現してみせたくれた。「ほんとや

ったんやで。とってもすごくない？」と

とてもうれしそう。この子どもたちに平

和な未来を。運動にさらに力が入る。 

連載・がんばる消防団 
 HEAT という消防団を舞台にしたドラマの

テレビ放映が始まりました。都市再開発を

狙うビジネスマンが土地買収の情報収集の

為に消防団に入団し、悪戦苦闘する物語の

様です。「消防団にここまで求めたらあかん

やろ！」とか、突っ込みたいところ満載で

す。しかし、あそこに出てくる連帯感、団員

同士の信頼関係・・・これは左京区の消防

団とも通じるものがあり大変共感します。ド

ラマ同様、どの消防団も団員募集中です。 

戦争法案の強行採決、糾弾！ 
  二万人の国会請願、36 万 9 千筆の署名提出に参加 

に 

国
会
請
願
へ 

 

行
っ
て
き
ま
し
た
！
左
京
で

集
め
た
署
名
二
八
〇
八
筆
と
と

も
に
国
会
請
願
デ
モ
へ
。
署
名

を
集
約
す
る
集
会
で
は
、
広
島

か
ら
参
加
の
子
育
て
マ
マ
三
人

組
み
の
発
言
が
印
象
的
。
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
為
に
全
国
各

地
で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
〇
年
ぶ
り
の
国
会
議

員
訪
問
に
挑
戦
。
私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
は
自
民
二
人
、
公
明
一
人
、

維
新
二
人
の
国
会
議
員
を
担
当
。

す
べ
て
秘
書
対
応
で
し
た
が
私

た
ち
の
熱
意
を
必
死
に
伝
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
満
杯
の
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
へ
の
入
場
は
断
念

し
、
デ
モ
に
出
発
。
人
数
が
多
す

ぎ
て
デ
モ
は
十
時
過
ぎ
ま
で
終

わ
ら
ず
。
そ
れ
だ
け
、
国
民
が
怒

っ
て
い
る
こ
と
を
安
倍
首
相
は

知
る
べ
き
で
す
。 

 強
行
採
決
に
怒
り
！ 

 

飛
び
入
り
参
加
の
マ
マ
の
声 

 

法
案
が
衆
議
院
特
別
委
員
会

で
強
行
さ
れ
た
十
五
日
。
こ
の

日
、
飛
び
入
り
で
ロ
ン
グ
ラ
ン

朝は８カ所で早朝宣伝。昼は１１時から２時までロングラン。夕方

は百万遍スピーチ＆デモ。国日本基督教団京都上賀茂教会の後藤正

敏主任牧師、無礙光院住職・阪口慈航さん、飛鳥井診療所の中川先

生等他紙多彩な弁士となりました。 

宣
伝
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
二
十
代

の
女
性
は
「
初
め
は
無
関
心
で
ビ
ラ

を
う
け
と
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
あ
る

日
た
ま
た
ま
ビ
ラ
を
よ
ん
で
、
と
ん

で
も
な
い
こ
と
が
決
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
と
驚
い
て
運
動
に
参
加
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
知
ら
せ
抜
い
て
、
廃

案
へ
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。 
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仲間大募集！書き込み大歓迎！ 

とがし豊 
活動報告 2015 年７月 1５日発行 全域版  未来をみすえ、環境・雇用・福祉に全力。 

樫 冨 

前 

日比谷野外音楽堂は開会 30 分前で満員。時間とともに公

園そのものもギュウギュウ詰め状態に(写真)。テレビでは

会場のみしかうつされませんでしたが、樹木の向こうの

向こうまで人だらけ。これだけの力があれば必ず廃案に

追い込めると確信しました。カンパへのご協力に心から

感謝申し上げます。 

いつでも住民と二人三脚で 

 １３日、下鴨神社と糺ノ森を考える市民

の会主催の講演会が開催され私も参加。大

阪産業大学教授の前迫ゆり先生が糺ノ森

がどのように形成され、どういう点で貴重

なのか、お話くださいました。４５本もの

ニレ科の木を伐採すれば再びそのような

大木はならないというお話は衝撃的であ

り、計画撤回へもっと力をつくしたいと痛

感しました。 


